岩見沢Ｂチーム観戦記
①予選第一試合　岩見沢Ｂ 4ー11 札幌Ｃ （屯田西公園）
②予選第三試合　岩見沢Ｂ 14ー6 北見Ｂ （屯田西公園）
  ６月の北海道には珍しい連日の長雨で、昨年の帯広大会に続き今年も雨で開催中止かと思われた中、大会当日にはかろうじて雨が上がり、水たまりが散在している屯田西公園にて野球大会が行われた。
第一試合、対札幌Ｃチーム。相手チームはこちらに比べてかなり平均年齢が若いチームのようで、試合開始前の練習でかなり距離を離れてキャッチボールをしている様子から、勝つのは難しそうな予感が走る。一回表、速球とカーブを投げる相手投手に三者凡退で終わるかと思われた中、先頭の三木先生の２塁打、２番渡辺先生のヒットで早くも１点先制。３番山田先生の四球でチャンスを広げるも、４番小浪先生が痛恨の空振り三振、パスボールをしたキャッチャーを見て振り逃げを試みるも、一塁ランナーもタッチアウトとなりゲッツーを食らう。しかし、その後再度チャンスを広げてもう１点をとり、攻略が難しそうな相手投手に対して、２点を先制しまずまずの出足。一回裏、我がチームのエース勝木先生が先発。昨夜はいつもの深酒を少々自粛し自称「体調ばっちり」と豪語されていたが、先頭から打者５人に対して力投するも、四球と長短打で１アウトも取れずあっさりと逆転を許す。その後、急遽助っ人投手の小林由美先生（女性）が登板。学生時代にソフトボールの経験があるとのこと。その小林先生の力投で何とか試合を立て直すも一回裏で計６点を取られた。二回表、やはり相手投手の速球とカーブに手を焼き、得点ならず。二回裏、サウスポーの小林先生の球種はストレートのみのようであるが、緩急を使いコントロールの良い投球で相手の攻撃を１失点に抑える。しかし、その後は相手の若い力で試合を押されてしまい、4対11で敗れた。

  二試合目、対北見Ｂチーム。相手は連続で試合をするため、休憩時間があった我がチームの方がやや体力的には有利な状況。一回表、打順を入れ替えて四番に座った峰村先生の活躍などで３点を先制。一回裏は前の試合から引き続き新エースとなった小林先生がマウンドへ。相手を内野ゴロなどに打ち取り０点に抑え、新エースの本領を発揮。二回表、打線が爆発し一挙７点を上げる。10点をリードし楽勝ムードとなるも、その後じわじわと点数を返される。４回裏終了時で10対4とリードをしているものの、三回表と四回表に点数を取れなかったので、嫌な流れになりつつある。しかし、五回表に流れを再び引き寄せて4点を追加。五回裏に２点を返されるも、14対6で勝利した。岩見沢ＢチームのＢゾーンでの勝利は約15年ぶりであった。

  小林先生談：「風邪気味で調子はあまり良くありませんでしたが、四球をほとんど出さずに投げられました。第一試合の最初から投げさせてもらえれば結果は違ったかもしれないですね（笑）。」

  勝木先生談：「まさかエースの座を女性に奪われるとは思わなかった。」

  渡辺先生談：「キャッチャーは大変でした。ヒットは３本ぐらい打ちました。」

  三木先生談：「先頭打者としての役割は果たせたかと思う。（出塁率は８割以上だった。）二試合目は勝って良かったです。」

  峰村先生談：「以前に一緒に働いていた北見Ｂチームの飯田先生からヒットを打てたことが良い思い出となりました。」

  鍵谷会長談：「今日の二試合は小林先生の力投につきる。また来年もお願いしたい。」

                                                      文責：小浪　知之

岩見沢Ａチーム観戦記
①予選第二試合　岩見沢Ａ 12ー2 札幌Ｂ（美香保公園球場Ｂ）
②予選第三試合　岩見沢Ａ 13ー3 千歳Ａ（美香保公園球場Ｂ）
昨年まで我がチームにいた安岡選手が札幌Ａチームに移籍して戦力ダウンしたため、もし札幌Ａ・Ｄ、旭川Ａ，十勝Ａ、函館Ａばかりの「死のゾーン」に入ればＢゾーン陥落もありうると恐れていたが、倉増監督が引き当てたクジは全て見事に避けてくれた。今大会の一番の功労者である。とはいえ昨年の準優勝チームである札幌Ｂには平成22年旭川大会で対戦しており、12－13のサヨナラ負けを喫した嫌な相手である。

ところが、1回表先頭の前田輪嘉幹選手が強烈な中前打と盗塁、久恒選手の右前ポテンヒットで生還すると、さらに１死２，３塁から高師選手の2点タイムリー２塁打が飛び出し3点を先制。１回裏に連続２塁打で１点返されたが、2回表にも倉増選手のヒットと３連続四球、そして武田選手の満塁ホームランが飛び出すなどして９ー１と序盤で大きく差をつけ札幌Ｂチームはすっかり意気消沈。焦りのためか岩歯先発谷本投手の術中にはまり無理な盗塁死もありまさかのコールド勝ちを決めた。
次の千歳Ａ戦も相手投手の制球がままならず、3安打10四死球を得て１回裏に13得点、先発前田輪投手も前の試合中に足をつったが落ち着いたまずますの投球で簡単に準決勝進出を決めた。準決勝は念願の円山球場で、かの札幌Ａとの対戦である。バックネット裏では試合を終えた札幌Ｂの選手たちが札幌Ａにしきりに情報を送っていた。こちらは夜の懇親会後に安岡選手を呼び出して沢山お酒を呑ませるという戦法に出た。

③準決勝　 札幌Ａ ６－３ 岩見沢Ａ （円山球場）
   元岩歯の安岡選手が所属する札幌Ａチームは30～40歳代中心のチーム、岩見沢Ａチームは50歳代中心のチームである。札幌Ａは早朝から球場に来て全体練習を行うなど気合体力充分、一方の岩見沢Ａは体力温存とばかりにゆったりと二日酔いを癒していた。

１回表札幌Ａの攻撃、１塁ゴロエラーからランナーが３塁まですすむも先発谷本投手が４番を三振に打ち取り０点。１回裏、１番前田輪選手、４番武田選手の２塁打で１点先制。２回表、昔岩歯工藤選手のヒット、３ゴロ野選、３ゴロ併殺悪送球で１死２、３塁、安岡選手のタイムリー２塁打で逆転を喫す。さらに遊ゴロの際にエンドランを決められて１点追加、１－３となった。２回裏、３回表は１安打ずつ出るも０点に終わる。３回裏、１番前田選手が右翼線３塁打、３番谷本選手が死球と盗塁の２死２、３塁で５番高師選手が右中間に３塁打を放ち３－３の同点とした。４回表札幌は三者凡退、４回裏岩見沢は先頭山本選手が四球で出たが倉増選手が併殺打、加藤選手も四球で出たが盗塁死、結局三人でチェンジ。運命の最終回、先頭打者をストレートの四球で出してしまう。三邪飛で１死のあと牽制悪送球で１死３塁のピンチ。前進守備の中、札幌Ａはエンドランを敢行、しかし４番打者が空振り！３塁走者を挟んだ。ところが、、互いに足に自信のない武田捕手と前田三塁手の呼吸が合わず、カバーもなくランナーを生還させてしまう。その後も右飛失と２長短打で２点を失い３－６、勝負あった。
おじさん達もよく戦ったが最後は守備力、走力の差が出た試合だった。

もう一方の麻生球場で行われるはずだった準決勝は９名しかいない十勝Ａチームの捕手が球場に現れずに不戦敗となったため旭川Ａチームが決勝進出、体力的には有利だと思われた旭川だったが、予選でけが人が続出しており、札幌Ａ安岡選手が決勝も７イニングをしっかり投げ切って５－３と勝利、全国大会行きを決めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：久恒　泰宏
